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故 気的性質 を ミク ロ的 な立場 からみると2つり要素が考えられ る｡ 1つは個

々の原子の担 う磁気 モーメン トが どの ようになってい るかとい う問題 であ9,

もうーつはそれ らの間oID相互作用が どん な工合か とい う問題 であるO こoL)よう

な観点 から結晶uJ場 合 と比較 して不規則系U)敢気的特徴 を考 えてみ る必要があ

るだ ろ う.結晶 では各格子点がすべて同等 な場 合が多いが ,こ00ときその格子

点 を占める原子の磁気的状態 も等 しくなると期待 され る｡ 不規則系 ではた とえ

単 棒であってもあJる原子U)まわDv)状況はそれぞれ異 るであろ うから原子eJ私

気的状態 も単純 に同一 とい うわけにはいかないであろ うO さらにそれ らe)間o'D

相互作用は一段 と複雑 である｡ この事情は結晶 でもdisordered alloy等 で

はある産直同 じであるが,後者 では一応格子点は定 まっていて可附番であるuJ

に対 し不規則系oIJ場 合は ずっと自由度が大き く格段に問旗 は複雑 となる｡

さて敵性体はス ピン間の相互作用に よ9種 々0)ス ピン配列状態 をとるo hず

れにせ よ十分に高温 では多 くoL)もe)は paramagneticであるが ,こUJ領域 で

帯磁率の温慶依存性 を調 べることに よ9重要な情報を得 ることができる｡ す な

わ ちもし帯磁泰がCurieⅣeiss別 に したがえば一応個 々の原 子o')菰気 モーメ

ン ト及 びそれらの間 GL)相互作用q)大 きさを推定 で､きる.

co-pd.についてa)融点")上 下にわたる帯磁奉aJ測定eJ結果 1)は ,液相

と固相の 1/I vs~Tはほほ平行夜直線 とな D,液相U)paraLnagnetie

curiepointeEiq は固相eJeSOZ よDやヤ低い.すなわち固体結晶 から
.p p

液相に なった とき原子o'D磁気 モーメン トeJ大 きさは変 らず相互 作用a)みやや弱

くなった観がある｡

族 称金属で強砲性 を示す もa)姓今む ところ確認 されていない.液相を rapid

quench Lで 孝nOrPhous alloy を得 ることが可能夜場合があるO この よ

ぅな物質 で supe,para 叉は強穐性 を示 す もUJがある.山内 ,中川 1) は プ

ラズ マジ ェ ット炉を用いFe p-B系の amorphousferromagnetを樽 てい
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るO これは rcT400℃であるが これ よb高温で結晶化 し再び赦化 が現わ れヽ

る｡

今後 こa)種 rJ実験 をすすめてい く忙あた b興味 ある点 をひろ ってみ よ うo ま

ずこU)よ う夜不規則系 でa)磁気的相転移に関す る criticalphenαnenaをき

ちん と調 べてみたいo rc附近 でり磁化 ,比熱等 の測定 を精密 匠行 うO第 2に
spinwave の 様相が どうなるか とい う興味 が あるO低温 で0'D磁化a)温度変化

菅精密に測 ることに よbあ る程度 の情報が得 られ るであろ うO第 5に

amorphous で強敢性以外o'Dspin ordered state も調 べセみたいO-夜か

amorphous な物質 にかぎった ことではないが,paramagnetic夜状態 でUJ

帯磁拳のふるまい もよく考 ,tてみ る必要が ある｡強粒性 菅示すmetato'3高温帯

磁率は多 くo'D場 合Curieweiss則 忙 したがい,強磁性以外o)ち()ではそ うい

かない場 合が多い0')は何奴 であろ うかO 今後e)研究に まちたい ｡
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